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更新日 2012年05月 

高機能無停電電源装置（ＵＰＳ）の適用指針 

対象装置型名：GP5SUP110、GP5SUP111、GP5SUP112、GP5-R1UP7、GP5-R1UP8 

       PY-UPAC5K、PG-R1SR5K4/3/2、PY-UPAR0K、PG-R1SR1AK、PG-R1SR10K 

 

高機能無停電電源装置（ＵＰＳ）は、電源の予想外のトラブル（停電、瞬断、電圧低下など）により、サーバが

正常なシャットダウン処理を行えずに突然ダウンすることからシステムを保護するための、サーバの周辺装置

です。 

一般的に、ＵＰＳは停電時にバッテリにより電力供給を行いますが、長時間継続してバックアップ運転を行うも

のではなく、正常にサーバをシャットダウンさせるために利用します。（※停電時、サーバＯＳを安全にシャット

ダウンさせるためには、ＵＰＳ用の電源管理ソフトウェアが必要です。） 

従って、主に以下の項目を考慮してＵＰＳの機種を選定する必要があります。 

１）保護しようとするシステムの最大消費電力の合計 

２）必要とするバッテリ継続運転時間（サーバＯＳがシャットダウンを完了するのに必要な時間） 

以下にＵＰＳを選定する方法を示します。 

 

＜ＵＰＳの選定方法＞ 
１）停電等の電源障害時にＵＰＳで電力を保護する機器を選択し、その各機器の消費電力からＵＰＳがバック

アップする消費電力の合計を算出します。 

①停電時に電力の供給が停止すると困る機器（サーバ本体、ディスク装置等）を優先してＵＰＳに接続する

機器を選択します。 

②ＵＰＳは機種によって供給可能な最大電力（定格容量）が異なり、皮相電力の単位「ＶＡ（ブイエイ）」およ

び実効電力の単位「Ｗ（ワット）」で示されます。 

ＵＰＳに接続する機器の最大消費電力の合計が、このＶＡとＷのどちらの単位においてもＵＰＳの定格容

量に対して約８０％以下になるように充分余裕をみてＵＰＳの機種を選択します。（＊１、＊２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１ PRIMERGY製品は、すべてＷ表示になります。VA表示については下記の式で変換してください。 

ＶＡ（皮相電力）＝Ｗ（実効電力）÷力率 

PRIMERGY製品以外でＶＡ表示の機器を接続する場合は、下記の式でＷに換算してください。 

Ｗ（実効電力）＝ＶＡ（皮相電力）×力率 

力率はＵＰＳに接続される機器によって値が異なります。 

（目安）サーバ等の計算機・・・・・  0.9 ～1 

Ｉ／Ｏ装置、ＣＲＴなど・・・0.6 ～0.7 

＊２ サーバの構成が判明している場合には、下記のページで実際の消費電力を計算できます。 

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/technical/calculate/ 

 

ＵＰＳで保護する機器の例      （Ｗ表示）        （ＶＡ表示） 

a)サーバＴＸ１５０・・・最大消費電力２８０Ｗ   最大消費電力２８０ＶＡ 

b)ディスプレイ・・・・・最大消費電力１２０Ｗ   最大消費電力１７０ＶＡ 

c)ＤＡＴユニット・・・・最大消費電力 ５０Ｗ   最大消費電力 ７０ＶＡ 

a)，b)，c)の消費電力の合計      ４５０Ｗ         ５２０ＶＡ 

 
 

定格容量が４５０Ｗと５２０ＶＡの両方を上まわるＵＰＳを選択します。 

【消費電力の計算例】 

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/technical/calculate/
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留意事項 

ＵＰＳには、著しく消費電力が変動する装置や、ノイズを発生する装置を接続できません。 

（例：プリンタ、エアコン、複写機、その他モータを利用した装置） 

消費電力が定格の約７０％以上の場合は、『バッテリ低下警報の継続時間』の設定をﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

値から短い時間（５分）に変更しないと、短時間の停電でｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝを開始する場合があります。

OSｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝに時間がかかる場合は、定格の７０％以下の電力で使用することを推奨します。 

 

２）次に、停電時、ＵＰＳにバッテリ運転を継続させたい時間を算出します。 

①アプリケーションプログラムを含めてサーバＯＳがシャットダウンを完了するのに充分余裕のある時間を

バッテリ運転継続時間とします。 

②ハンドブックに記載されているＵＰＳの機種毎の「バッテリ保持時間と消費電力の関係」のグラフまたは表

を参照して、上記①で決めた継続時間を保持できるＵＰＳを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留意事項 

「バッテリ保持時間と消費電力の関係」は、周囲温度25℃でのバッテリが初期、かつ 

満充電における特性です。 

バッテリは、使用年数とともに性能が劣化し保持時間が短くなります。 

（バッテリが寿命に近い状態のときは、保持時間が初期の約半分になります。） 

従って、接続する機器の消費電力の合計に対して充分余裕のある定格容量を持つＵＰＳ 

を選択してください。（定格容量の７０％以下を推奨。） 

また、バッテリは必ず定期的に交換してください。 

 

３）以上の１）、２）の選定方法から適切なＵＰＳを選択します。 

 

 

 

 

 

保護するシステムの各条件が以下のとおりであった場合、 

・サーバＯＳのシャットダウンに必要な時間・・・１０分 

・保護する機器の最大消費電力の合計・・・・・・４５０Ｗ［前記１）の計算結果］ 

 

 

７５０ＶＡ型ＵＰＳ（定格容量750VA/500W)の 

負荷４５０Ｗにおけるバッテリ保持時間・・・約５分    ×選定不可 

定格容量は満足していても 

バッテリ保持時間が不充分 

（さらに上位のＵＰＳを参照） 

 

１５００ＶＡ型ＵＰＳ（定格容量1500VA/980W)の 

負荷４５０Ｗにおけるバッテリ保持時間・・・約２５分    ○選定 

定格容量、バッテリ保持時間ともに充分 

 

【バッテリ保持時間を考慮したＵＰＳの選定例】 
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＜電源管理ソフトウェアの選定方法＞ 
ＵＰＳと組み合わせて利用できる電源管理ソフトウェアには、接続方法や機能の違いにより以下 

の３種類があります。お使いのシステム構成やシステムの規模に応じて最適なソフトウェアを 

選択することにより、停電発生時の自動シャットダウンや複数台サーバの一括シャットダウン 

等の機能が利用でき、システムの信頼性が向上するとともに電源システムの管理コストを削減 

することができます。 

電源管理ソフトウェアご購入の際には、事前に最新のソフトウェアのシステム構成図および 

ソフトウェアガイドをご確認の上、お使いのシステムに適合する製品をお選びください。 

 

電源管理ソフトウェア 接続方法 利用できるシャットダウン機能 

PowerChute Business 

Edition Basic（別売） 
USBケーブル、 

シリアルケーブル *１ 

電源障害時、スケジュールでのシ

ャットダウン 

PowerChute Network 

Shutdown（別売） 

ＬＡＮケーブル *2 電源障害時、スケジュールでのシ

ャットダウン 

ＯＳ標準のＵＰＳｻｰﾋﾞｽ＊２ 

(LinuxおよびWindows 

Server2008では未ｻﾎﾟｰﾄ) 

シリアルケーブル *3 電源障害時のシャットダウン 

 

 

*1 専用接続ケーブルがソフトウェアのパッケージに同梱されています。 

*2 LANケーブルは別途手配が必要です。 

*3 別売の専用接続ケーブル（GP5S-611）が必要です。 

 

 

■PowerChute Business Editionの特長 

PowerChute Business Edition は、シリアルケーブルで接続されたＵＰＳを一元管理するソフトウェアです。

各ＵＰＳを監視するエージェント、エージェントの情報を集約管理するサーバ、管理用インターフェースを提

供するコンソールからなる三層構成を採用しており、直感的で使いやすい管理コンソールから、サーバ

OS の種類を問わず電源システムの統合管理を行うことができます。 

管理コンソールの「ステータス」画面では、電源およびＵＰＳに関する情報を詳しく表示し、状況に応じた推

奨する対処方法を提示します。これにより、状況判断やトラブルシューティングの時間を短縮することがで

きます。なお、管理コンソールを利用するには、最低1 台のWindows マシンが必要となります。 

 

主な機能 

 

OS シャットダウン 突然の電源障害よりデータを保護します。 

UPS 状態表示 UPS の状態によって、推奨する対処方法をコンソールに

表示します。 

複数台USP 管理 最大25 台のエージェントを一元管理できます。 

電源イベント分析 発生したイベントの原因究明ツールです。 

リスクアセスメント 

 

電源関連リスクの評価をし、管理下のシステムの「リスク

レベル」を提示します。 

スケジュール運転 サーバの運用をスケジュールすることが可能です。 
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OSシャットダウンの時間について 

電源障害（停電）発生時のシャットダウンシーケンスは下記のようになります。 

 
 
 
 
 
 
OS動作 

 
 
UPS動作 

 
 
 
 
開始時間        ：電源障害の画面で設定したｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ開始時間 

OS待機時間      ：ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｼｰｹﾝｽの画面で設定した待機時間 

期間（分）       ：ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｼｰｹﾝｽの画面で設定した期間（分） 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理時間：OSがシャットダウンに必要とする時間 

 

留意事項：シャットダウン処理時間より期間（分）の時間を長く設定する必要があります。 

UPSがバックアップできる時間が、上記の時間の合計（開始時間＋OS待機時間＋ 

シャットダウン処理時間）より長くなるようにUPS容量の選定を行ってください。 

 

■PowerChute Network Shutdownの特長 

PowerChute Network Shutdown は、大規模システムやブレードサーバに適したネットワークベースの電

源管理ソフトウェアです。ネットワークマネジメントカード（GP5-UPC06/PG-UPC07/PY-UPC01）と併せて

使用することにより、ネットワーク経由で複数台のサーバを安全に自動シャットダウンすることが可能です。

また、Web ブラウザから簡単にネットワーク設定や個々のサーバのシャットダウン時間を設定することが

できるため、遠隔地からでも容易に必要な設定や電源状態の監視をすることができます。このため、大容

量ＵＰＳと組み合わせて使用することにより、ネットワーク経由で複数のサーバをシャットダウンすることが

でき、電源システムの管理コストを大幅に削減することが可能です。また、複数のＵＰＳによる冗長構成に

対応しているため、冗長電源を搭載したサーバ機ではより信頼性の高いシステムを構築することができま

す。 

 

主な機能 

 

OS シャットダウン 突然のクリティカルイベントよりデータを保護します。 

ネットワークベース 

のシャットダウン 

UPS との通信にネットワークを使用することによって、シ

リアルケーブルは不要です。 

冗長構成に対応 冗長電源を持つサーバのシャットダウンに対応。２台の

UPSによる1+1冗長、３台のUPSによる2+1冗長の構成

が可能です。 

ユーザ通知 電源関連、ネットワーク関連のイベントが起きた際に、シ

ステム管理者に通知します。 

電源障害の発生 

時間 

OS待機時間 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

処理時間 

UPSｽﾘｰﾌﾟ UPSオン 

電源障害の復旧 

期間（分） 

OS起動 

開始時間 

Power Off Delay 

時間待ち 

UPSバックアップ可能時間 



 
 

PCサーバ PRIMERGY（プライマジー） 

 

 
Copyright 2012 FUJITSU LIMITED 

 
5 

イベントアクション 20 以上の電源やUPS 関連のイベントに対応。イベント

毎にアクションを設定可能です。 

スケジュール運転 ネットワークマネジメントカードの機能により、サーバの運

用をスケジュールすることが可能です。 

 

GP5-UPC06/PG-UPC07の場合のOSシャットダウン時間 

電源障害（停電）発生時のシャットダウンシーケンスは下記のようになります。UPS動作は、ネットワークマネジ

メントカードを含めたハードウェアの動作となります。 

 
 
 
 
 
OS動作 

 
 
UPS動作 

 
 
 
 
① この待ち時間は、PowerChute Network Shutdownの設定時間 
② この時間は、NMCの下記の設定時間の合計 
Low Battery Duration（デフォルト：2分）＋２分（固定）＋Power Off Delay（デフォルト：90秒） 

     *1：ｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙﾗﾝﾀｲﾑがLow Battery Durationより長い場合はその時間 

 

留意事項：コマンドファイルランタイム＋シャットダウン時間より②の時間を長く設定する必要があります。 

UPSがバックアップできる時間が、上記の時間の合計（①＋ｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙﾗﾝﾀｲﾑ＋シャットダウ

ン処理時間）より長くなるようにUPS容量の選定を行ってください。 

 

 

■ＯＳの標準ＵＰＳサービス（Ｗ２Ｋ，Ｗ２Ｋ３のみ）の特長 

サーバOS としてWindows をお使いの場合は、OS 標準のUPS サービスを使用することにより、 

電源障害発生時の自動シャットダウンが可能です。OS 標準のUPS サービスを使用するためには、 

サーバとＵＰＳを接続する専用シリアルケーブル（GP5S-611）を別途購入する必要があります。 

ただし、Windows Server 2008ではOS標準UPSサービスはサポートされていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源障害の発生 

時間 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

処理時間 

UPSｽﾘｰﾌﾟ UPSオン 

電源障害の復旧 

② 

待ち時間 OS起動 

①  

②時間待ち 
Low Battery  

Duration *1 
2分 Power Off  

Delay 

ｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙ 

ﾗﾝﾀｲﾑ 

UPSバックアップ可能時間 
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＜UPSオプションの選定方法＞ 
ＵＰＳと組み合わせて利用できるオプションカードは以下の２種類があります。 

システム構成と電源管理ソフトウェアに応じて最適なオプションを使用してください。 

 

製品名称 型名 電源管理ソフトウェア 

ＵＰＳ用RS-232C拡張ボード GP5-UPC05 PowerChute Business Edition 

ネットワークマネジメントカード PG-UPC07/GP5-UPC06 PowerChute Network Shutdown 

 

１）UPS用RS-232C拡張ボード（シリアルケーブル接続） 

ＵＰＳ用ＲＳ－２３２Ｃ拡張ボードをＵＰＳ拡張スロットに実装して使用することにより、接続するサーバを最

大３台に拡張できます。拡張ボードに接続するサーバは、スレーブサーバとなります。各サーバには

PowerChute Business Editionをインストールし、必要な設定を行う必要があります。 

留意事項：本カードを使用する場合、シャットダウン開始までの時間は２分（固定）となります。 

２）ネットワークマネジメントカード（LANケーブル接続） 

ネットワークマネジメントカードをＵＰＳ拡張スロットに実装してＬＡＮ接続することにより、接続するサーバ

台数を拡張できます。接続されたサーバには、それぞれにPowerChute Network Shutdownをインストール

し必要な設定を行う必要があります。 

 

■ネットワークマネジメントカードの特長 

 

高機能無停電電源装置の拡張用スロットに本ボードを装着し、10BASE-T、または 100BASE-TXのネット

ワークケーブルでネットワークに接続することにより、WEBベース／SNMPベース(MIB-Ⅱ準拠）の両面で

遠隔地からのリモート操作でUPSの状態監視やON /OFF の制御を行うことが可能となります。 

本ボードには標準で制御用ソフトが組み込まれている為、Webブラウザ(Microsoft Internet Explorer等）を

使用してUPSの監視や制御、およびスケジュール運転を行うことができます。本カードを使用して、サー

バをシャットダウンさせる場合は、OSを安全にシャットダウンさせるために対象のサーバに別売の電源管

理ソフトウェア PowerChute Network Shutdownがインストールされていることが必要です。 

留意事項：仮想化システムにおいて利用できる電源管理ソフトウェアは、PowerChute Network Shutdown 

(Enterprise版)のみとなります。 

 

 複数サーバを１台のUPSに接続した構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバ 

PowerChute 

Network 

Shutdown 

サーバ 

PowerChute 

Network 

Shutdown 

サーバ 

PowerChute 

Network 

Shutdown 

UPS 

ﾊﾌﾞ等 

AC電源 

LANｹｰﾌﾞﾙ 
ﾈｯﾄﾜｰｸ 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｶｰﾄﾞ 
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 仮想化システムでの構成 (Microsoft Hyper-V Server 2008 R2の例) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮想化システムでの構成 (VMware ESXi 4.1の例) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物理サーバ 

 

Windows Hypervisor 

ペアレント 

パーティション 

Windows Server 2008 R2 

UPS 

ﾊﾌﾞ等 

AC電源 

LANｹｰﾌﾞﾙ 
ﾈｯﾄﾜｰｸ 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｶｰﾄﾞ 

チャイルド 

パーティション(例) 

Windows Server 2008  

チャイルド 

パーティション(例) 

Windows Server 2003  

PowerChute 

Network Shutdown 

Enterprise edition 

LAN 

物理サーバ 

 

VM kernel 

ｹﾞｽﾄ OS 

(vMA) 

UPS 

ﾊﾌﾞ等 

AC電源 

LANｹｰﾌﾞﾙ 
ﾈｯﾄﾜｰｸ 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｶｰﾄﾞ 

ｹﾞｽﾄ OS 

 

ｹﾞｽﾄ OS 

 

PowerChute 

Network Shutdown 

Enterprise edition 

 

LAN 

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア 

 

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア 

 

留意事項：VMware のHA、FT構成の場合は未サポート。 
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 ストレージおよびネットワーク機器をUPSに接続した構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監視コンソールからブラウザ経由あるいはSNMPを使用して UPS状態をネットワークマネジメントカード経

由で監視、制御することができます。 

 

 UPSの冗長構成 
 

冗長電源を持つサーバのＵＰＳを冗長構成とする場合には、両方の電源にUPSを接続し、２台の UPSで

冗長構成を設定することにより、ＵＰＳ故障に対するシステムの冗長性を持たせることができます。 

ただし、ＵＰＳの冗長構成を組むためには UPSにﾈｯﾄﾜｰｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｶｰﾄﾞと、電源管理ソフトウェアとして

PowerChute Network Shutdownが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストレージ ネットワーク 

機器 

UPS 

ﾊﾌﾞ等 

AC電源 

LANｹｰﾌﾞﾙ 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｶｰﾄﾞ 

監視コンソール 

(パソコン等) 

サーバ 

PowerChute Network 

Shutdown 

UPS 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｶｰﾄﾞ 

ﾊﾌﾞ等 

AC電源 

LANｹｰﾌﾞﾙ 

冗長電源 冗長電源 

UPS 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｶｰﾄﾞ 

AC電源 

UPS 

AC電源 

HTTP(ﾌﾞﾗｳｻﾞ)、SNMP 
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＜UPSの環境温度とバッテリ交換時期について＞ 
 

 

 

ＵＰＳには、小型シール鉛バッテリを使用しています。 

バッテリの寿命は、ＵＰＳの周囲温度やバックアップ電力（負荷の大きさ）によって大きく影響を受けますの

で、それらの条件によりバッテリの交換時期（寿命）が変動します。 

さらに、タワー型やラック型などＵＰＳのタイプによってご使用される際の条件が異なりますので、同じ室内

温度でご使用された場合でもバッテリの寿命に差が生じます。 

従いまして、ＵＰＳをご使用の際は下記の温度条件をお守りいただき、２年に一回必ずバッテリ交換を行っ

てください。 

また、寿命に近づいたバッテリの保持時間は、ご購入時の約半分になりますので、計画的な早めのバッテ

リ交換を行っていただき、ご使用中にＵＰＳの前面パネルにあるバッテリ交換ランプが点灯した場合は、バ

ッテリ交換を行ってください。 

 

１）バッテリ交換時期の目安 

 タワータイプの場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＵＰＳの周囲温度が３０℃以下で使用して２年 
 ラックタイプの場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ラックの周囲温度が２５℃以下で使用して２年 

 

２）使用環境温度とバッテリ交換時期の目安 

 ・タワータイプの場合 

     

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          15     20     25     30     35     40 

                   ＵＰＳの周囲温度（℃） 

  ・ラックタイプの場合 

     

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          15     20     25     30     35     40 

                   ラックの周囲温度（℃） 

 

留意事項： 

・バッテリは周囲温度が１０℃高くなるとバッテリの寿命が約半分になる特性を持っています。 

・ＵＰＳはバッテリが寿命になっても継続して動作しますが、停電時には負荷機器への電力を供給できず

に停止してしまいます。 

・バッテリ交換ランプが点灯した状態でバッテリを長期間ご使用になると、バッテリの変形・液漏れ・発煙・

焼損等が発生する可能性がありますので、早めの交換をお願いします。 

交   4 

換   3 

時   2 

期 

(年)  1 

重要：バッテリは必ず定期的に交換してください。 

交   4 

換   3 

時   2 

期 

(年)  1 
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＜バッテリ使用上の注意事項について＞ 
 

重要：バッテリモジュールの保管は原則おやめください。 

 

万一保管する場合、下記の注意事項を守らないと、発煙や発火する可能性があります。 

 

【バッテリモジュール取扱及び保管の注意事項】 

・バッテリモジュールは UPS装置に搭載し、バッテリモジュールを充分充電してから保管してください。（バ

ッテリモジュール充電後すみやかに装置から外し、バッテリモジュールで保管してください。数時間放置

するとバッテリ劣化につながります。） 

・温度が低い場所に保管してください。温度が高い場合は保管期間が短くなります。 

保管温度 保管期間 

25℃以下 ６ヶ月以内 

30℃以下 ４ヶ月以内 

35℃以下 ３ヶ月以内 

・保管後に使用できなくなったバッテリモジュールを交換する場合、全てのバッテリモジュールを交換してく

ださい。 

・有効期限を過ぎたバッテリモジュールは使用しないでください。 

 

【UPS装置を保管する場合の注意事項】 

・UPS装置が長期間未使用（無通電）になる場合は、バッテリモジュールを装置から外し上記バッテリモジ

ュールの取扱及び保管の注意事項に従い、取り扱ってください。 
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＜ＵＰＳの保守サポートに関する留意事項＞ 
ＵＰＳにはアルミ電解コンデンサ等の有寿命部品があります。ＵＰＳに使用しているアルミ電解 

コンデンサは、寿命が尽きた状態で使用し続けると、電解液の漏れや枯渇が生じ、異臭の発生 

や発煙の原因となる場合があります。 

ＵＰＳの保守サポート期間は購入時より「５年間」となっています。 

 

以下の型名のＵＰＳは、保守サポートが終了しておりますので、計画的な装置交換をお願いします。 

・GP5-R1UP1（1400VA3Uラック、白筐体） 

・GP5-R1UP2（3000VA5Uラック、白筐体） 

・GP5-R1UP3（3000VA3Uラック、白筐体） 

・GP5-R1UP4（1400VA2Uラック、白筐体） 

・GP5-R1UP5（3000VA3Uラック、黒筐体） 

・GP5-R1UP6（1500VA2Uラック、黒筐体） 

 

・GP5SUP101（700VA自立型、白筐体） 

・GP5SUP102（1400VA自立型、白筐体） 

・GP5SUP103（500VA自立型、白筐体） 

・GP5SUP104（3000VA自立型、白筐体） 

・GP5SUP105（1500VA自立型、白筐体） 

・GP5SUP107（1500VA自立型、黒筐体） 

・GP5SUP108（700VA自立型、黒筐体） 

 

・PG-R1SY4K(200V 4000VAラック) 

・PG-R1SR5K(200V 5000VAラック) 
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＜ＵＰＳの電源環境に関する留意事項＞ 
商用電源の電源環境が悪い場合（例えば電源電圧が変動する）には、常時インバータ方式のＵＰＳの使

用を推奨します。 

常時商用方式（ラインインタラクティブ方式も含む）のＵＰＳを電源環境の悪い状態で使用した場合、 

ＵＰＳの寿命が短くなる等の悪影響がでる場合がありますので、注意が必要です。 

 

＜ＵＰＳの感度設定に関する留意事項＞ 
ＵＰＳの感度は初期設定では“高”になっています。これを背面パネルにある感度設定用ボタンまたは別

売のアプリケーションソフトで感度設定を“中”または“低”に変更されますと、停電などが発生した場合、

商用電源からバッテリ運転への切替時間が長くなり、負荷側の装置によっては動作に予期せぬ影響（サ

ーバのリブート等）を与える可能性がありますので、お客様での変更は行わないでください。 

 

＜サーバの起動について＞ 
ＵＰＳに接続されているサーバを起動するためにはＵＰＳからのAC電源を一旦切断し、その後AC電源を

サーバに供給する必要があります。 

また、サーバの BIOS設定を AC電源が供給されたときにサーバが自動的に起動するように設定しておく

必要があります。 

通常この設定は、「Always On」の設定等と呼ばれています。 

 

サーバの電源が冗長構成となっている場合に、下記のように片側の電源のみにUPSを接続するような構

成とすると上記の条件が満たせないために、サーバが起動しなくなりますので下記のような構成はサポー

トされていません。 

冗長電源のサーバのUPSを冗長構成とする場合には、両方の電源にUPSを接続し、２台のUPSで冗長

構成を設定することにより、UPS故障に対するシステムの冗長性を持たせることができます。 

ただし、UPSの冗長構成を組むためにはネットワークマネジメントカードとPowerChute Network Shutdown

が必要となります。 

 

 

 

AC電源 

 

 

 

AC電源 

 

 

 

 

 

サーバ 

冗長電源 

冗長電源 

UPS 
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＜ラック搭載型ＵＰＳの搭載制限について＞ 
 ラック搭載型ＵＰＳをラック内に複数搭載する場合の制限について以下の表に示します。 

 Symmetra RMを搭載する場合 

 

    UPSの種類 

 

Symmetra RM 

 

3000VA-3U型UPS 

 

1500VA-2U型UPS 

(1400VA-2U型UPS) 

 

 

 

 

１ラック内における 

UPSの連続搭載 

可能台数 

 

 

 

 

 

 

 

０台 

 

 

３台 ０台 

２台 ４台 

１台 ５台 

０台 ６台 

 

１台 

(注１) 

２台 ０台 

１台 ３台 

０台 ５台 

 

 

 

２台 

 

(注２) 

 

① １台 ０台 

０台 ２台 

 

② 

２台 ０台 

１台 １台 

０台 ３台 

 

③ 

２台 ０台 

１台 ２台 

０台 ４台 

 

［表の見方］                                      

  上記表に記載の台数は、ラック内に複数機種のUPSを組み合わせて搭載する場合、Symmetra RM、 

  3000VA-3U型UPS、1500VA-2U型、または1400VA-2U型UPSの順に連続搭載することを原則として、 

  搭載できる最大の台数を示しており、表中の各行が１ラック内におけるUPS各機種の組み合わせ 

  になります。（０台は、そのUPSを搭載しないことを意味します。）             

  また、Symmetra RM用オプション品のステップダウントランスフォーマ(PG-SYTF01/02)を搭載する 

  場合は、それぞれ接続するSymmetra RMのすぐ上に搭載するものとします。 

  なお、上記表の注１、注２は、それぞれ以下の内容を示します。 

   

  注1) Symmetra RMが１台の場合は、そのすぐ上にステップダウントランスフォーマ(PG-SYTF01/02) 

     を搭載するしないに係わらず、他機種のUPSの搭載可能台数は上記表の数字になります。  

   

  注2)  Symmetra RMが２台の場合は、１ラック内のUPSの高さ制限（１ラック内24Uまで）により、 

     ステップダウントランスフォーマ(PG-SYTF01/02)の搭載台数によって他機種のUPSの搭載可 

     能台数が異なります。 

       ①：PG-SYTF01/02を２台搭載する場合 

       ②：PG-SYTF01/02を１台のみ搭載する場合  

       ③：PG-SYTF01/02を１台も搭載しない場合 
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 RT10000を搭載する場合 

 

      UPSの種類 

 

RT 10000 

6U型UPS 

3000VA-3U型UPS 

 

1500VA-2U型UPS 

(1400VA-2U型UPS) 

 

 

 

 

１ラック内における 

UPSの連続搭載 

可能台数 

 

 

 

 

 

 

 

０台 

 

 

３台 ０台 

２台 ４台 

１台 ５台 

０台 ６台 

 

１台 

(注１) 

２台 ０台 

１台 ３台 

０台 ５台 

 

 

 

２台 

 

(注２) 

 

 

① 

２台 １台 

１台 ２台 

０台 ４台 

 

② 

２台 ２台 

１台 ３台 

０台 ５台 

 

③ 

２台 ３台 

１台 ４台 

０台 ５台 

 

［表の見方］                                      

  上記表に記載の台数は、ラック内に複数機種のUPSを組み合わせて搭載する場合、RT10000、 

  3000VA-3U型UPS、1500VA-2U型、または1400VA-2U型UPSの順に連続搭載することを原則として、 

  搭載できる最大の台数を示しており、表中の各行が１ラック内におけるUPS各機種の組み合わせ 

  になります。（０台は、そのUPSを搭載しないことを意味します。）             

  また、オプション品のコンセントボックス(PG-A2CBX3)あるいはステップダウントランス 

フォーマ(PG-SYTF02)を搭載する場合は、それぞれ接続するRT10000のすぐ上に搭載するもの 

とします。 

  なお、上記表の注１、注２は、それぞれ以下の内容を示します。 

  注1）RT 10000が１台の場合は、そのすぐ上にコンセントボックス(PG-A2CBX3)または 

ステップダウントランスフォーマ(PG-SYTF02)を搭載するしないに係わらず、他機種の 

UPSの搭載可能台数は上記表の数字になります。  

   

  注2)  RT 10000が２台の場合は、１ラック内のUPSの高さ制限（１ラック内24Uまで）により、 

        コンセントボックス(PG-A2CBX3)またはステップダウントランスフォーマ(PG-SYTF02)の 

搭載台数によって他機種のUPSの搭載可能台数が異なります。 

       ①：PG-A2CBX3またはPG-SYTF02を２台搭載する場合 

       ②：PG-A2CBX3またはPG-SYTF02を１台のみ搭載する場合  

       ③：PG-A2CBX3またはPG-SYTF02を１台も搭載しない場合 

 

留意事項 

1) 拡張バッテリ(3U)を搭載した場合は、3U型UPSの台数を減らして換算してください。 

       拡張バッテリはRT 10000のすぐ下に搭載してください。 

2）コンセントボックス(PG-A2CBX3)と、ステップダウントランスフォーマ(PG-SYTF02)は排他 

となります。 
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